
科目名 社会福祉基礎 

 

単元名 （３）社会福祉思想の流れと福祉社会への展望 

 

内容のまとまり ウ 地域福祉の進展 

 

１ 単元の目標 

 （１）社会福祉思想の歴史的変遷と関連性、地域福祉について理解するとともに、関連する技術を身

に付ける。 

 （２）社会福祉思想の歴史的変遷や地域福祉の現状に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理

観を踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決する。 

 （３）諸外国や日本の社会福祉思想や歴史的経過を踏まえ、地域共生社会を目指して自ら学び、主体

的かつ協働的に取り組む。 

 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

社会福祉思想の歴史的変遷と関

連性、地域福祉について理解す

るとともに、関連する技術を身

に付けている。 

社会福祉思想の歴史的変遷や地

域福祉の現状に関する課題を発

見し、職業人に求められる倫理

観を踏まえ科学的な根拠に基づ

いて創造的に解決している。 

諸外国や日本の社会福祉思想や

歴史的経過を踏まえ、地域共生

社会を目指して自ら学び、主体

的かつ協働的に取り組もうとし

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
５
編

地
域
福
祉

の
進
展
と

多
様
な
社

会
的
支
援

制
度

第
１
章
　
多
様
な
社
会
的

支
援
制
度

第
１
節
　
医
療
提
供
体
制

の
し
く
み

〇
医
療
提
供
施
設
の
概
要
と
医
療

に
か
か
わ
る
専
門
職
に
つ
い
て
理

解
さ
せ
る
。

・
現
在
展
開
さ
れ
て
い
る
地
域
医
療
や
医

療
に
従
事
す
る
専
門
職
に
つ
い
て
調
べ
、

考
察
し
た
内
容
を
記
入
す
る
。

・
医
療
提
供
施
設
の
分
類
や
現
在
の
医
療

提
供
体
制
に
つ
い
て
、
教
科
書
の
記
述
か

ら
理
解
し
た
内
容
を
記
入
す
る
。

1

⑲
医
療
提
供
施
設
の
分
類
や
現
在
の
医

療
提
供
体
制
に
つ
い
て
理
解
し
、
適

切
に
理
解
し
て
い
る
。

⑯
地
域
医
療
や
医
療
に
従
事
す
る
専

門
職
に
つ
い
て
調
べ
、
分
か
り
や

す
く
ま
と
め
て
い
る
。

プ
リ
ン
ト

定
期
考
査

第
１
章
　
多
様
な
社
会
的

支
援
制
度

第
２
節
　
特
別
支
援
教
育

の
制
度

〇
特
別
支
援
教
育
の
歴
史
や
制
度

に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
。

・
特
別
支
援
学
校
と
特
別
支
援
学
級
の
違

い
を
比
較
し
、
考
察
し
た
内
容
を
記
入
す

る
。

・
特
別
支
援
教
育
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い

て
、
教
科
書
の
記
述
か
ら
理
解
し
た
内
容

を
記
入
す
る
。

1

⑳
特
別
支
援
の
法
制
度
と
特
別
支
援
教

育
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
る
。

⑰
特
別
支
援
学
校
と
特
別
支
援
学
級

の
違
い
に
つ
い
て
調
べ
考
察
し
、

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
る
。

プ
リ
ン
ト

第
１
章
　
多
様
な
社
会
的

支
援
制
度

第
３
節
　
特
別
支
援
教
育

の
実
際

〇
特
別
支
援
教
育
の
現
状
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
る
。

・
特
別
支
援
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
資
料

を
読
み
取
り
、
考
察
し
た
内
容
を
記
入
す

る
。

・
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
自
立
支
援
と

は
何
か
考
え
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た

内
容
を
ま
と
め
、
発
表
す
る
。

1

㉑
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
自
立
支
援

と
は
何
か
理
解
し
て
い
る
。

⑱
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
自
立
支

援
を
も
と
に
地
域
で
共
に
歩
ん
で

い
く
方
法
を
考
え
、
提
案
し
て
い

る
。

プ
リ
ン
ト

発
表
態
度

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

行
動
観
察

第
１
章
　
多
様
な
社
会
的

支
援
制
度

第
４
節
　
司
法
と
福
祉
の

連
携

〇
司
法
に
お
け
る
福
祉
の
役
割
と

家
庭
裁
判
所
の
機
能
に
つ
い
て
理

解
さ
せ
る
。

・
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
も
目
を
向
け
、

安
全
な
社
会
に
つ
い
て
考
察
し
た
内
容
を

記
入
す
る
。

・
地
域
に
お
け
る
福
祉
の
専
門
職
と
他
機

関
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
教
科
書
の
記
述
か
ら
理
解

し
た
内
容
を
記
入
す
る
。

1

㉒
地
域
に
お
け
る
福
祉
の
専
門
職
と
他

機
関
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
し
て
い

る
。

⑲
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
安
全
に
暮

ら
せ
る
た
め
の
社
会
の
仕
組
み
に

つ
い
て
考
え
、
ま
と
め
て
い
る
。

プ
リ
ン
ト

定
期
考
査

第
１
章
　
多
様
な
社
会
的

支
援
制
度

第
５
節
　
権
利
擁
護
と
成

年
後
見
制
度

〇
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と
成

年
後
見
制
度
に
つ
い
て
理
解
さ
せ

る
。

・
成
年
後
見
制
度
や
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
と
は
何
か
、
教
科
書
の
記
述
か
ら
理

解
し
た
内
容
を
記
入
す
る
。

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
利
用
事
例

か
ら
、
社
会
福
祉
の
専
門
職
の
役
割
に
つ

い
て
考
え
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
内

容
を
ま
と
め
て
発
表
す
る
。

1

㉓
成
年
後
見
制
度
、
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

⑮
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
利
用
事

例
か
ら
、
社
会
福
祉
の
専
門
職
の
役

割
に
つ
い
て
、
自
ら
課
題
を
設
定
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

プ
リ
ン
ト

定
期
考
査

発
表
態
度

5

主
な
学
習
内
容

評
価
方
法

ね
ら
い

学
習
活
動

時
間

知
識
・
技
術

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

思
考
・
判
断
・
表
現

３
　
指
導
と
評
価
の
計
画



４ 学習活動と評価方法（学習指導案） 

科 目 名 社会福祉基礎 使用教科書 社会福祉基礎（実教出版） 

単 元 名 第５編 地域福祉の進展と多様な社会的支援制度 第１章 多様な社会的支援制度 

本時の主題 第３節 特別支援教育の実際（３時間／５時間） 

指 導 観 

本校福祉科１年生の生徒は、全員が将来、介護福祉士や看護師、医療職として働きたいという夢
や目標をもって入学している。11月には５日間、障がい者支援施設で介護実習を行った。しか
し、例年と比べ、コロナ禍の影響もあり職業体験やボランティア等の経験値は少ないのが現状であ
る。 
本時は特別支援教育の現状について理解を深めることを目的とするとともに、障がい者支援施設

での介護実習の体験やインタビューも踏まえながら、特別支援学校における自立支援や卒業後の進
路について理解を深め、どのように地域の一員として共に歩んでいくとよいか考えさせたい。 

本時の目標 
・特別支援学校における自立支援とは何か理解している。【知識・理解㉑】 
・特別支援学校における自立支援をもとに地域で共に歩んでいく方法を考え、提案している。 

【思考・判断・表現⑱】 

過程 指導内容 生徒の学習活動 評価規準と評価方法 指導上の留意点 

導入 
５分 

本時の目標を
確認 

事前に調べてまとめた特別支援学
校、高等特別支援学校に関するワー
クシートを確認する。 
 本時は、特別支援教育の現状につ
いて理解を深め、どのように地域の
一員として共に歩んでいくとよいか
考えていくことを確認する。 

 MetaMoji ClassRoomを起
動させる。 

 
 
本時の目標と授業内容を

説明する。 

展開 
４０分 

特別支援学校
における自立
支援 

 
１特別支援学校と高等特別支援
学校における自立の学習につ
いて理解する。 

 前時の授業でまとめたワークシー
トや介護実習先でのインタビューを
もとに、特別支援学校や高等特別支
援学校で卒業後の自立に向けた取組
みや卒業後の課題について記入す
る。 
＜予想される生徒の反応＞ 
・専門的な職業を想定した授業内容
がある。 

・障がいの特性に配慮しながら、就
労を見据えたマナー学習や就労支
援がある。 

 
２障がいのある子どもに対する
卒業後の自立をサポートする
ための制度や機関を理解し、福
祉を学ぶ私たちに何ができる
かを考え、発表する。 

 地域に存在する教育訓練機関や障
害者就業・生活支援センターについ
て理解した上で、地域で一生に歩ん
でいく上で私たちに何ができるかを
考え、ワークシートにまとめて、発
表する。 
＜予想される生徒の反応＞ 
・介護現場で一緒に働いた時、その
人の特性を理解した上で一緒に利
用者支援を行う。 

評価規準【知識・理解㉑】 
特別支援学校における
自立支援とは何か理解
している。 
＜評価方法＞ 
学習プリント 
Ａの例 
・特別支援学校と高等
特別支援学校におけ
る自立を見据えた教
育内容や課題につい
て明確に理解してい
る。 

 
 
 
評価規準 
【思考・判断・表現⑱】 
特別支援学校における
自立支援をもとに地域
で共に歩んでいく方法
を考え、提案している。 
＜評価方法＞ 
ワークシート・発表態
度・行動観察 
Ａの例 
・根拠に基づいて自分
の意見を記入し、発
表することができ
る。 

 特別支援学校や高等特別
支援学校で卒業後の自立に
向けた取組みや卒業後の課
題を記入させる。 
（Ｂを実現するための指導） 
・特別支援学校と高等特別
支援学校の役割を理解し、
課題を挙げ、それぞれの内
容をまとめさせる。 

＜Ｃへの手立て＞ 
・具体的な例を挙げ、特別支
援学校と高等特別支援学
校の役割を理解させる。 

 
 
 

ペアで１枚のMetaMojiワ
ークシートの中に、自分の
考えを記入させ、意見交流
を行いながらペアでシート
を完成させる。数ペアに全
体の前で発表させる。 
（Ｂを実現するための指導） 
・自分の考えに加え、なぜそ
う考えたか理由を加えな
がらまとめ、発表させる。 

＜Ｃへの手だて＞ 
・具体例を挙げさせたり、仲
間の意見を参考にさせた
りしながら、自分の考えを
述べさせる。 

まとめ 
整理 
５分 

本時のまとめ 
 
 

障がいのある子どもが、自立を見
据えた教育を受けていることや地域
のサポート機関について知り、地域

 プリントを記入し、提出す
るよう説明する。 
 



 
 
次回予告 

で共に生活していくことの意義を理
解させる。 
授業のまとめ及び自己評価を記入

する。 

 
 
次回の授業内容について

説明する。 

 
□工夫している点 
・障がい者支援施設における介護実習での体験や職員へのインタビューを生かしながら、特別支援教育の実際に
ついて関連付けさせることができる。 

・ＩＣＴ機器を活用し、発表した内容を視覚化することで、仲間の考えと自分の考えを比較しながら自らの思考
を深めることができる。 

・人前で自分の考えを発表することが苦手な生徒も、ペア学習を行うことで自信をもって自分の思いを伝えるこ
とができ、さらに互いに理解を深めることができる。 

 
□実践後の評価結果 

 学習活動における 
具体の評価規準（Ｂ） 

「十分満足できる」と 
判断される状況（Ａ） 

「努力を要する」と 
判断される状況（Ｃ） 

評   価 

評価規準【知識・理解】―㉑ 
・特別支援学校における自立
支援とは何か理解している。 

・特別支援学校と高等特別支
援学校における自立を見据
えた教育内容や課題につい
て明確に理解している。 

・自ら行ってきた介護実習で
の体験について考えること
ができず、学習プリントに記
入することができない。 

生徒の状況 

・前時に調べた特別支援学校と
高等特別支援学校の内容か
ら自立に向けた取組みをプ
リントに記入することがで
きている。 

・介護実習先での体験を基に、
より具体的に自立に向けた
取組みや課題をプリントに
記入することができる。 

・具体例を挙げるが、実際に活
動してきたことを記入する
ことができない。 

記 述 例 

・それぞれの学校で専門的な
コースがあった。学校で学ん
だことが卒業後も生かされ
ていると感じた。 

・障がいに応じた就労ができ
るよう各学校で専門的な授
業が設定されていることが
分かった。実習先でも仲間と
協力しながら作業する姿や
販売先で丁寧な対応がされ
ていたことなども学校での
学びがつながっていると思
った。 

・未記入  

 
 学習活動における 

具体の評価規準（Ｂ） 
「十分満足できる」と 
判断される状況（Ａ） 

「努力を要する」と 
判断される状況（Ｃ） 

評   価 

評価規準【思考・判断・表現】-⑱ 
・特別支援学校における自立
支援をもとに地域で共に歩
んでいく方法を考え、提案し
ている。 

・根拠に基づいて自分の意見
を記入し、発表することがで
きる。 

・自分の考えをグループの中
で提案したり、発表したり
することができない。 

生徒の状況 

・タブレットに記入した自分
の考えとその理由を提案し
たり、発表したりすることが
できている。 

・今までに学習した専門的知
識や介護実習での体験を加
えながら、自分の考えを発表
したり、提案したりすること
ができている。 

・自分の考えを提案したり、発
表したりすることができな
い。 

記 述 例 

・同じ職場で働いた時には、す
べて手助けせず苦手な部分
や困っている様子が見られ
たら声をかけたり、手を差し
伸べたりすることが必要で
ある。 

・実習先の職員の方が「障がい
の特性」について理解されて
いない部分が大きいと言っ
ていたので、まずは専門的な
支援も取り入れながら障が
いのある人が困った時に助
けを求めやすいような環境
づくりが必要となる。 

・仲間の意見を聞くのみであ
る。 

 


